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幹事　跡部昌彦

士となって３年目になりました。せっ

技術士という資格を生かしたいと思い、

技術士会をはじめとする様々の技術士

まり に出 席し てい たの です が、こ の

3 年４月から幹事になってしまいまし

力ですが、皆様に支えられて愛知県技

の活性化のために行動したいと思いま

ろしくお願いします。

な３年間の中で、異業種や同業種の方々、

や大先輩の方々との交流を深めること

、その交流から、業界新聞や専門雑誌、

の執筆依頼、公的機関の委員（バイオ

への就任依頼のなどが来ました。また、

パーマーケットの役員からも、「食の

問題を勉強して、他店との差別化を図

が、どう進めたら良いかわからない」

相談も来ました。

、会社において、私は「社員が苦労し

した資格を何からの方法で認めて欲し

いう要望を出してきました。それが実

2002 年 11 月から「資格報奨制度」

ートしました。会社の業務に生かせる

資格（技術士も含む）に対し、「資格取

金」（一時金）と「公的資格手当」（月

支払われることになりました。

ように、少しずつですが、技術士を生

かした活動ができ、会社内での技術士の位置

付けも向上させることができるようになりま

した。

　今後は、技術士や会社員という立場だけで

なく、愛知県技術士会という組織の立場でも

行動をしなければなりません。初めは、先輩

幹事の後に付いてゆっくりと勉強すれば良い

と思っていたのですが、実際に動き始めまし

たら、わけもわからず、全速力で走っている

感じです。その分、失敗も多いのですが、そ

れを経験に生かし、次のことができればと思

っております。

【内に向かって】集まって楽しい愛知県技

術士会　：　会員同士が交流できる機会を増

やし、会員間のネットワークを強化したいと

思います。若い方への参加も促します。その

一貫として、ホームページの再構築のほか、

メーリングリストも見直したいと思っていま

す。

【外に向かって】地域･社会に認知される愛

知県技術士会　：　地域の自治体や公的機関

にアプローチし、相互協力ができるようにし

たいと思います。ホームページの再構築がで

きたら、各機関との相互リンクも進めます。

会員の皆さま方のお力添えをお願い致しま

す。

愛知県技術士会の幹事となって
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「広場・湖海の士」　No.1９　　　　　　　　　　

若き技術者の視点

　　　　　　小柳　卓治（化学部門）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　若い技術者に「奥さんが台所仕事で手が荒

れた時どうするか」と質問します。そうする

といろいろな返事が返って来ます。一番多い

のは、ゴムの手袋を勧めるとの返事でした。

その次は洗剤の変更などが続きます。私が期

待する答えは技術者的視点と同時にプラスア

ルファ－の返事です。「奥さんに変わって私

が片付けをします」と言う返事になると私は

もうついて行けません。考えてみると、もう

これは技術の問題ではなく、愛情の問題にな

ってしまいます。我々の時代は「男子厨房に

入るべからず」であり、奥さんに変わって片

付けるという発想はなかなかでてきません。

しかし、今ではこんなことを言っていると離

婚ものです。台所をキッチンに言い換え、変

わって片付けをするということよりも一緒に

話をしながら楽しく片付けるとなると、この

回答は既存技術を超えた新しいコンセプト、

まさにパラダイムシフトなのかも知れません。

　一方では、この返事を聞くと管理者は悩み

ます。この技術者は技術的発想があるのだろ

うか。家庭のことばかり考えて時間的に不規

則な開発には向かないのではないのか。開発

グル－プのチ－ムワ－クを乱し、開発効率を

落とす原因になるのではないかとあらぬ心配

をしてしまいます。しかし、全く新しい発想

に基づく先進的な提案として考えれば見る目

も変えなければなりません。

　そう言えば、以前に人のアイデアを借り、

春先の氷をみて「氷が溶けたら何になる」と

の質問で、「水」になるとの返事では普通の技

術者で何の発想もなく面白くも何ともない

から駄目だ。「氷が溶けたら春になる」という

発想こそが大事、と部下を見下していた自

分を思い出す。

　最近結婚した若い技術者に久し振りにキッ

チン云々の質問したら「すでに全部私がやっ

ています」と言う返事が返ってきた。若い技

術者は積極的に時代の流れを先取りしている

ようである。そろそろ、この質問も時代遅れ

になってきたようだ。

・お知らせコーナー

●愛知県技術士会平成１５年度第二回例会

｢講演会｣のご案内

日時：平成 15 年 8 月 23 日（土）

（１３：３０～１８：３０ ）

（受付は 13：00 より）

場所：名古屋市中小企業振興会館

（吹上ホール）４階第二会議室

説明会（１３：３０～１４：２５）

「特許法等の一部改正の概要について」

   中部経済産業局　産業技術課　

特許室長　甲斐憲一氏

講演会（１４：３５～１６：３０）

「会社の風土を変革するー改革における組

織メンバーの役どころを考慮して」

   中部大学　経営情報学部

講師　寺澤朝子　氏

懇親会（１７：００～１８：３０）

　　於：レストラン吹上

参加費(懇親会費含む)：4,000 円（非会員
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5,000 円）講演会のみは会員 1,000 円

（非会員 2,000 円）

申込み：（社）日本技術士会中部支部内愛知

県技術士会事務局に、８月 15 日までに

お願いします。

　g-chubu@asahi-net.email.ne.jp

〒450-0002　

名古屋市中村区名駅５-４-１４　花車ビ

ル北館６Ｆ

（社）日本技術士会中部支部内愛知県技

術士会松田宛

担当幹事

加藤允可（mkato@togoh.co.jp）

太田立男（r-ohta@bg7.so-net.ne.jp）

足立重光（Shigemitsu.Adachi@trw.com）

※本研究発表会は CPD の対象になります。

ファックスでお申し込みの方は巻末の案内書

に必要事項を記入し、下記まで送信してくだ

さい。

（社）日本技術士会中部支部事務局内

愛知県技術士会

（FAX：０５２－５３３－１３０５）

●名古屋市環境イベント開催案内

日時：平成 15 年９月６日（土）

（１１：００～１７：００ ）

平成 15 年 9 月 7 日（日）

（１０：００～１６：００）

場所：オアシス２１　銀河の広場

内容：名古屋市が主催する環境普及啓発イベ

ントに技術士会として参加する。

　　　詳細は今後の実行委員会で検討されま

すが、参加目的は藤前干潟が果たす役

割を通じて、自然環境の保全と人々の

暮らし方を考える機会を得ることを目

的とします。

実行委員会：技術士会中部支部有志

実行委員会開催日：

8 月 6 日（水）、8 日（金）

何れも１９：００から開催。

実行委員会会場：ハタコンサルタント㈱

名古屋市中村区名駅 4-4-12　中経ビル 5F

TEL：０５２－５３３－９６８８

� 会員異動情報

〔入会者（敬称略）〕

山下　和雄（水道/総合技術監理）6/27

堀田　武　（建設/総合技術監理）6/30

犬丸　晋　（金属）　　　7/07

瀧口　昭彦（電気・電子）7/16

大曽根正紀（電気・電子）7/18

〔脱会者（敬称略）〕

 なし

・ 編集後記

異常気象なのか、いつまでもジメジメと

した鬱陶しい日が続いています。九州では

記録的豪雨により土砂災害が発生し、東北

では大規模な地震によって多くの家屋が損

傷する被害が伝えられております。

この中部でもいつ、地震が起きても不思

議でない状況を思うと、決して他人事では

ありません。皆さん、防災対策を今一度、

見直しては如何でしょうか。

さて、前号では写真の挿入や記載量が多

いので読みづらいとのご指摘を頂きました。

大変ご迷惑をお掛けしました。今後は、会

員の皆さまの通信環境を考慮し、写真は基

本的に挿入いたしません。また、ページ数

も基本的には 4 ページとし、簡単に読むこ

とが出来る内容を心がけます。

紙面についてご要望、ご意見等がありま

したら、編集委員までお申し付け下さい。

できる限りご要望にお応えして行きたいと

思っております。（編集委員一同より）

mailto:mkato@togoh.co.jp
mailto:r-ohta@bg7.so-net.ne.jp
mailto:Shigemitsu.Adachi@trw.com
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              中部大学
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７．申込み：メール

日本技術士

〒450-0

　　　　　  E-mail : g

           　  

本例会に関する問

      加藤允可  E-ma

太田立男  E-ma

足立重光  E-ma

      

・ 本講演会は、Ｃ

――――――――――

愛知県技

氏　　名

事務所又は

会社名
愛知県技術士会   平成１５年度   第二回例会

｢講演会｣のご案内

 平成１５年８月２３日（土）   １３：３０～１８：３０

 中小企業振興会館（吹上ホール） ４階、第二会議室

０より

  

一部改正の概要について」 １３：３０～１４：２５

産業局 産業技術課 特許室長　甲斐　憲一氏

　-　-　-　-　休　憩 -　-　-　-　-　-    

変革する 一

ける組織メンバーの役どころを考慮して」

　　　　　　　　　　　 １４：３５～１６：３０

　経営情報学部　 　 講師 　寺澤　朝子氏

レストラン吹上）             １７：００～１８：３０

費含む)：４０００円（非会員５０００円）（当日会場でお支払い

演会のみの場合は会員１０００円（非会員２０００円）

またはＦＡＸにて８月１５日（金）迄にお願いします。

会 中部支部内　愛知県技術士会［松田事務局次長］宛

002　名古屋市中村区名駅５-４-１４　花車ビル北館６Ｆ

-chubu@asahi-net.email.ne.jp  Fax : 052-533-1305

い合わせは、下記担当幹事へお願いします。

il : mkato@togoh.co.jp           Fax : 0561-39-2767

il : r-ohta@bg7.so-net.ne.jp      Fax : 052-917-3961

il : Shigemitsu.Adachi@trw.com   Fax : 0568-35-1559

ＰＤ（継続教育）の対象として、当日受講証明書を交付します。

以上

――――――――切り取り線――――――――――――――――――

術士会　平成 15 年度　第二回例会参加申込書（Fax 用）

部門
講演会

懇親会

講演会のみ
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